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（府 令）
O寒冷地手当支給規則の一部を改 正する総理府令（ 総理
6 ) （ 平 9. 2. 28 官報第2086号）
（規 則）
O人事院規則 9 - 49 （調整手当）の一部を改正する人事
院規則（人事院 9 - 49- 9 )  （ 平 9. 2. 28 官報第20 86
号）
0人事院規則 9 -55 （ 特地勤務手当等）の一部を改 正す
る人事院規則（同 9 -55- 40 )  （向上）
昌司電l�
富 山 大 学防災規 則 の制定
ー宮山大学防災規則制定理由守
富山大学にお ける地震， 火災， 豪雨等に より生ずる災害を防止し， 又は軽減し． 災害が発生した場合にお け る被
害の拡大を防ぐとともに災害の復旧を図るための対策について， 必要な事項を定める。
富山大 学防災規則を次のとおり制定する。
平成 9 年2月21日
富山大学防災規則
平成 9年2月21日制定
第 1章 総 則
（目 的）
第l 条 この規則は， 富山大学（以下「本学」という。 ）
にお ける地震， 火災， 豪雨等に より生ずる災害を防止
し， 又は軽減し， 災害が発生した場合にお ける被害の
拡大を防ぐとともに災害の復旧を図るための対策（以
下 「防災」という。）について， 必要な事項を定める
ことを 目 的とする。
（他の法令等との関係）
第2条 防災については， 他の法令及び学内規則に別段
の定めが ある場合を 除くほか， この規則の定めるとこ
ろに よる。
富山大 学長 小 黒 千 足
（定 義）
第3条 この規則において「部局Jとは， 事務局， 学生
部， 学部， 附属図書館， 水素同 位体機能研究センター，
地域共同研究センター， 生涯 学習教育研究センター ，
総合情報処理センター及び保健管理センターをいう。
2 この規則において 「部局長Jとは， 前項に規定する
部局の長をいう。
（学長の責務）
第 4条 学長は， 職員， 学生等の生命， 身体及び教育研
究施設等を災害から守るため， 防災に関する必要な措
置を講ずるものとする。
第2章 災害予防
（防災委員会）
第5条 本学に， 富山大学防災委員会（以下 「防災委員
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会」という。 ）を置く。
2 防災委員会は， 次の各号に掲げる事項を審議する。
(1) 防災についての全 学的な施策に関する事項
(2) 防災についての調査研究に関する事項
(3) 防災についての連絡調整に関する事項
(4) その他防災に関する重要事項
3 防災委員会は， 学内の防災に関する対策状況を実地
調査し， 必要に応じて， 指導， 助言及び勧告を行うこ
とができる。
（防災委員会の組織）
第 6条 防災委員会は， 次の各号に掲げる委員をもって
組織する。
(1) 学長
(2) 各 学部長
(3） 各 学部から選出された教授 各l 人
(4) 附属図書館長
(5) 学生部長
(6) 保健管理センタ一所長
(7) 事務局長
2 前項第3号の委員は， 学長が委嘱する。
3 第 1項第3号の委員の任期は 2 年とし， 再任を妨げ
ない。 ただし． 欠員が生じた場合の後任の委員の任期
は， 前任者の残任期 間とする。
4 防災委員会に委員長を置き， 学長をもって充てる。
5 委員長は， 防災委員会を招集し， その議長となる。
（専門委員会）
第 7条 防災委員会に， 必要に応じて， 専門委員会を置
くことができる。
2 専門委員会に関し必要な事項は． 別に定める。
（庶 務）
第 8条 防災委員会の庶務は， 経理部主計課において処
理する。
（防災活動）
第9条 部局長は， 次の各号に掲げる防災活動を実施す
るものとする。
(1) 防災教育及び防災訓練
(2) 施設， 設備， 土地， 危険物等の安全対策
(3) 情報の収集及び伝達方法の整備
(4) 避難場所の整備その他避難対策
(5) 飲料水， 食料， 医薬品等災害時に必要な物資の確
保
(6) 災害対策マニュアルの作成及び周知
(7) その他防災に関する必要な事項
第 3 章 災害対策本部等の設置
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（災害対策本部の設置）
第10条 学長は，重大な災害が発生し， 又は発生が 予想さ
れる場合は， 富山大 学災害対策本部（以下 「災害対策
本部」という。 ）を設置するものとする。
2 災害対策本部長は， 各部局及び関係機関と連絡調整
の上． 災害対策業務を統括する。
3 災害対策本部の構成及び任務は， 別表のとおりとす
る。
（部局災害対策本部等の設置）
第11条 部局長は， 必要に応じ， 当該部局に部局災害対
策本部等を設置し， 部局の災害対策業務に当たるもの
とする。
第 4 掌 災害応急対策
（情報収集等）
第12条 部局長は， 災害に関し， 迅速に情報を収 集する
とともに， これを学長に報告するものとする。
2 部局長は， 災害に対して執った措置を速やかに 学長
に報告しな ければならない。
（避難等）
第13条 部局長は， 職員， 学生等の生命 又は身体に危険
が及ぶと予想される場合は， それらの者を避難させな
ければならない。
2 部局長は， 被災した職員， 学生等の避難場所として
学内の安全な施設を可能な限り利用に供するものとす
る。
（安百の確認）
第14条 部局長は， 職員， 学生等の安否の確認を， 速や
かに行わな ければならない。
（応急措置）
第15条 部局長は， 災害に よる行方不明者及び負傷者の
発見に努めるとともに， 負傷者の救護に必要な措置を
講じな ければならない。
2 部局長は， 災害の拡大を防止するために必要な応急
措置を講じな ければならない。
（職務遂行要員の確保）
第16条 部局長は， 職務遂行可能な者の把握に努め， 災
害対策業務及び本来の職務を遂行する要員の確保に努
めるものとする。
（避難住民の受入れ）
第 17条 学長は， 地方公共団体から緊急避難所として施
設の提供の要請が あった場合は， 当該施設を管理する
部局長と協議の上， 可能な限り施設を提供するものと
する。
2 部局長は， 近隣の住民が緊急避難してきた場合には．
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一時的に当該部局の適当な施設を緊急避難所として提
供することができる。
（ライフラインの確保等）
第1 8条 学長は， 電気， ガス， 水道その他ライフライン
の確保及び早期復旧に努めるものとする。
第5章 災害復旧
（災害復旧）
第19条 部局長は， 速やかに教育研究活動を 回復させる
ため， 次の各号に掲げる事項の実施に努めるものとす
る。
(1) 職員， 学生等に対する勤務及び教育環境の整備
(2) 施設， 設備等の復旧
(3) その他災害復旧に必要な措置
報 第386号
（二次災害の防止）
第20条 部局長は， 災害復旧に当たっては， 建物倒壊等
のおそれの ある危険区域の発見に努めるとともに， 状
況に応じて立入り禁止等の安全措置を講じ． 二次災害
の防止に努めるものとする。
第6章 雑 則
（雑 則）
第21条 この規則に定めるもののほか， この規則の実施
に関レ£、要な事項は， 別に定める。
附 則
1 この規則は， 平成 9 年 2月21 日 から施行する。
2 この規則施行後最初に委嘱される第6条第 1 項第3
号に規定する委員の任期は， 第 6条第3項の規定にか
かわらず平成1 1年3月31 日 までとする。
別表 災 害 対 策 本 部 の構成及 び任務
構 成 任 務
本 音日 長 学長 災害対策本部の統括
事務局長
副本 部 長 学生部長 本部長の補佐
保健管理センタ一所長
本 音日 付 学部長 本部長に対する災害対策全般に関する助言附属図書館長
班 班責任者 担当班員
(1）学外諸機関との連絡， 情報収集， 広報に関すること。
(2）職員（外国人研究者を含む。）の被災状況の調査に関する
渉 外 班 庶 務 部 長 庶務部職員 こと。
(3）避難住民の受入れに関すること。
( 4) ボランテイア活動との連携に関すること。
(1）財産（主に物品）の被害状況の調査に関すること。
財 産対策班 経 理 部 長 経理部職員 (2) 災害に対する物資調達， 救援物資の受入れ， 管理に関すること。
(3）学外への施設の提供に関すること。
(1）財産（主に土地， 建物， 工作物等）の被害状況の調査に関
施設 対策班 施 設 課 長 施設課職員 すること。(2) 災害の拡大防止に関すること。
(3）電気， 水道等ライフラインの確保に関すること。
(1）学生（外国人留学生を含む。）の被災状況の調査に関する
学 生対策班 学 生部次長 学 生部職員 こと。(2）寮生の被災状況の調査に関すること。
(3）授業及び入学試験の円滑実施に関すること。
医療・救護班 保健管 理セ 保健管 理セ 救護， 衛生に関すること。ンタ一所 長 ンター職員
（備考） 災害対策本部長は， 学長に事故あるときは， 先任学部長とする。
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富山大学保健管理センタ一規則の一部改正
ー 富山大学保健管理センタ一規則改正理由ーー
1 学生相談員を廃止するため， 所要の改正を行う。
2 字句の整備を行う。
富山大 学保健管理センタ一規則の一部を改 正する規則を次のとおり制定する。
平成 9 年2月21日
富山大学保健管理センタ一規則の一部を改正する規則
富山大 学保健管理センタ一規則 （ 昭 和50年5月30日 制
定）の一部を次の ように改 正する。
第3条第2号を次の ように改める。
(2）専任の教員
第3条中第3号を削り， 第 4号を第3号とし， 第 5号
から第 7号までをl号ずつ繰り上げる。
第 4条の見出し中 「教官J を「専任の教員Jに改める。
第 4条第2項中 「センターの教授， 助教授及び講 師J
を「専任の教員」に改め， 同条第3項を削り， 同条第 4
富山大 学長 小 黒 千 足
項中「教官 （第3条第2号の教官をいう。 以下第 6条第
2号， 第 7条第3号及び第12条第l号において同じ。）」
を 「専任の教員Jに改め， 同項を同条第3項とする。
第 6条中「教官Jを 「専任の教員Jに改める。
第 7条第 1項第3号中 「教官」を 「専任の教員」に改
め， 同項第 4号中「教官」を「教員」に改める。
第12条第 1号中「教官Jを「専任の教員」 に改め， 同
条第2号中「教官jを「教員」に改める。
附 則
この規則は． 平成 9 年2月21日 から施行する。
富山大学保健管理センターの所長及び教官選考規則の一部改正
－ 富山大学保健管理センター の所長及び教官選考規則改正理由 一
1 富山大 学保健管理センタ一規則の一部改正に伴い， 所要の改 正を行う。
2 字句の整備を行う。
富山大 学保健管理センターの所長及び教官選考規則の一部を改 正する規則を次のとおり制定する。
平成 9 年2月21日
富山大 学長 小 黒 千 足
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富山大学保健管理センター の所長及び
教官選考規則の一部を改正する規則
報 第386号
本則中「教官Jを 「教員」に改める。
第1条中 「第 4条第 4項」 を「第 4条第3項」に改め
る。
富山大学保健管理センターの所長及び教官選考規則
（ 昭和50年5 月30 日 制定） の一部を次の ように改 正する。 附 則
この規則は， 平成 9年2月21日 から施行する。
題名中 「教官jを「教員jに改める。
ミ』
司
書』
学 生生活協議会及び学寮委員会の連絡会議（ 2月13日 ）
（議 題）
学生の諸問題について
第6国学寮委員会（ 2月13日 ）
（審議事項）
寮生からの要求事項について
第 1回学長候補者選挙管理委員会（ 2月14日 ）
（議 題）
(1) 委員長選出について
(2) 次期学長候補者選考 日 程等（案） について
(3) 次期学長候補者選挙の公示（案） について
(4) その他
第5回数務委員会（ 2月14日 ）
（審議事項）
(1) 富山大学学 位規則の一部改正について
(2) 富山大学学生交流規則の一部改正について
(3) 富山大学研究生規則の一部改 正について
第 1回学生相談連絡会議（ 2月18日）
（議 題）
(1) 学生相談連絡会議の運営について
(2) その他
第7回入学試験実施委員会（ 2月18日）
（審議事項）
(1) 平成 9年度 富山大学入学者選抜試験の検査場につ
いて
教務委員会及び学生生活協議会合同委員会（ 2月19日）
（審議事項）
次期学生部長候補適任者の選定について
第10回部局長懇談会（ 2月21日）
（議 題）
(1) 当面の諸問題について
(2) その他
第10回評議会（ 2月21日）
（審議事項）
(1) 富山大学防災規則の制定について（継続）
(2) 富山大学保健管理センタ一規則の一部改 正につい
て
(3) 富山大学保健管理センターの所長及び教官選考規
則の一部改正について
(4) 次期学長候補者選挙 日程（案） 等について
(5) その他
第2回学長候補者選挙管理委員会（ 2月21日）
（議 題）
(1) 第1回委員会記録の確認について
(2) 次期学長候補者選挙の期日 等の公示について
(3) 次期学長候補者選挙に係る選挙資格者名簿につい
て
(4) その他
第4回就職連絡会議（ 2月21日）
（議 題）
(1) 平成9年度の就職活動について
(2) その他
第6回附属図書館商議会（ 2月24日）
（審議事項）
(1) 平成10年度歳出概算要求について
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(2) 富山大学 附属図書館利用規則の一部改正（案）に
ついて
(3) 富山大学 附属図書館利用内則の一部改 正（案）に
ついて
(4) 富山大学 附属図書館文献写金徴収猶予実施細 目 の
一部改 正（案）について
(5) 平成 9年度 附属図書館開館 日程（案）について
(6) 特別図書購入費の配分について
第5回総合情報処理センター運営委員会 （ 2月24日 ）
（審議事項）
(1) 総合情報処理センタ一利用細則（案）について
(2) 教育用端末室の管理体制（案）について
(3) その他
ミ』
平 成 9 年度
報
第10回事務協議会 （ 2月26日 ）
（議 題）
当面の諸課題について
第386号
第4回保健管理センタ一自己点検評価委員会 （ 2月訂 日）
（議 題）
(1) 本学の学生及び職員の保健管理に関する こと（自
己点検評価事 項）について
(2) 富山大学保健管理センター自己点検評価委員会内
規の一部改正について
(3) その他
ミ』
｜ 富山大学入学者選抜学力検査（前期日程）を実施｜｜
平成 9年度入学者選抜前期 日程の学力検査等が， 去る
2月25 日 （火）に各学部検査場で 実施されました。
当 日 は， 午前中好天に恵まれて交通機関の遅滞もなく，
試験開始 2時 間前にはすでに受験生の姿が見え始め， 受
付開始の午前 9時には， 各学部入口の前は受験生でいっ
ぱいとなり検査は予定どおり終了しました。
企 緊張した表情で試験開始の合図を待つ受験生
- 8 -
前期 日程の受験志願者数（個別学力検査を 課さない経
済学部夜 間主コースを 除く。）は3,387人， 受験者は3, 1 86
人（欠席者201 人）で受験率は94. 1 %でした。 また， 私費
外国 人留学生も30人が受験しました。
なお， 前 ・ 後期 日程及び私費外国 人留学生の入学志願
者数は， 次のとおりです。
企 試験を終え‘ ホッとした表情で試験場を後にする受験生
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平成9年3月発行
尚子
幸日 第386号
平成9年度富山大学入学者選抜私費外国人留学生入学志願者数
志 願 者 数 （ 人）
区 分 備 考
平 成 9 年 度 平成 8年度（参考）
人 文 寸兵ムんー 科 2 3 
人 ・ ． ， ． ． ． ． ． ． ， ． ． ． ，，，，，．，．，圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃－－·‘－－－·－－ ....‘ー－－··・a・・・a晶 - - · - - - - - . .，』 ， 晶F 晶晶『F •• - a・a － － － ・ a ，ーーーー・圃晶争－・... －晶a・・－－ E’・－－－－－ー－···ー・·····a晶a・a - - --- --------- ••• 
文 国 際 文 化
民寸ιー 科 4 2 
ー ．‘ ・‘ ー ー ・ a ， ・ a -- - －ーー．‘ー・．‘ 晶 一・ 晶 晶······－，，ーー ， ， ， . . . . .『，d晶’e -・a ・a・－－－·・・・ ・ ・ ・ ··－－· ・· － 亭 晶’ ー ． ー ， ー‘ ー・・ ー・－，晶a - a ・ ・ ．．．．， 
””ー・・・・・－－－－－－－－－－－－－·－· ．．．．．『”・・一 ・一，a““““‘ ・ “
p寸tー， 
言 圭ロ五ロ 文 化 ザ且ιー 手ヰ 6 8 
音R
12 13 
小 学 校 教 員 養成 課 程 。 。
- ．‘・“a』．‘・．‘ ・‘ . . . .・ ・ a‘ ・ 一． a酔 ， ・ －， ， ー， ． ． ， ・ ・ ・ ・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・ ・・ 4・ － ・．，． ----- ，．‘・...‘・－－－・・－‘・・，．．．．．．． ．．．．．．．．‘・‘・晶晶．‘・‘ ・ ・・・・・ー・ー・ －－－－－－－－－－－－－－圃圃圃圃圃圃圃・－－－－－－ー，E”E，ーーー－，ー・・・ドー，．‘ーーーー
教 中 学 校 教 員 養成 課 程 。 2 
ー－－ －－・・・・・・・・・a a ’... . .. . . .‘ 司 . . . ..，ー・－－－－－－・・－ーー ー ・ · · · ······－－ －－－－－－－－－·・···－－・・－－－－－－・－－－・，－－－－－－－－－－－－－－－···・－－ー －－－－－－－－－－－－・・・・ーー・ー・－－－－－’E”’ーーーーーー・······－－－－－－－－
育 養護 学 校 教 員養成 課 程 2 。－ー·· · · · · · · · · · · · · · · · · · · · ·－－－－－ －－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－·－・．．．．．． ............... ， ， ー ・ ー ， · － · ·······ーーー ・ ・・・・．，．，．．．．．．． －－ーーー・・ 4・－－、.....・・・4・・・·········‘・・・・・・・・・・・・・・・・－－ーー－－－
幼稚園教 員 養成 課 程 。 。
寸＂＂： ・・合 唱・．． -- 4・ ． ・ ー， ・ ・ ． ． ， ． ． ー ・ ......，，・．． ． ， ． ． ． ． ， ， ． ， ． ， ・ · · · · ······・4・－ ........ー・・・・ーー・ー・ー・ー，． ． － ー ・·· · － · · ・ · ······ ·‘・‘・‘・．‘・・－－－－－ ’・・・，ーー・，・・・····－－－－－－－－－・－－－－－－－－－－－－ーー－－－－－－ ー．．．．情報教育 教育情報コース 。 2 
－ー ーーーー・ ，...，・...........ーーーーーーー.... ーー.... .ーー－ーーーーーー・ーーーーーーーー・... －ー・b・・b・・......晶’・－圃圃圃圃圃 ー－－－ー－ーー，...ー・・・・ー・・・・.......・－·“－－－－－－－－－－ー－－－－・・・・
音日 5果 程 環境情報コース 。 。
計 2 4 
経 昼 キ圭 j斉 二急三子4 科 6 1 1  
間
ーーーーーーーー・a・ー・a- - - ．，ーー－－－－－－－－－－・－－－－－－・－－－－－・.............. e・・・・・・・ーー ・ ・ ・ ・ ・ー・・・. ....・－・－・ー・・晶晶・ー・・・ー・ー・ー－－．．．．，．．． ，．．，，，．，． ，・ーー，－・・...ー・...........・，．．司・ーー－ー－－－－－－－ー．
j斉 王 経 営
民寸え一． 科 12 16 
ー . . . . . . .. . . . a晶圃晶晶a a 晶 圃 ・， － －圃晶・・・－·‘・．‘・‘・．‘・‘・・－－・．‘・，．‘・4・－ーーーーー＋・4・ーー .......・－－・・...... . ， ・ ・ . . . .‘F ・ ， ．‘ ・‘ ・‘ー ー ー ー.....‘ーーーー ・－－－－圃 ーー・－－－···－ー...ー．－ーーーーー－－－・..... ・ － － － － － － － －－－－－－－－－－－－－
戸寸tー． コ 経 片邑以． 法 ナ且4 科 3 
部 ス 計 19 30 
数 寸凸£．ー 科 。 。
ー ーー ー・a・a・a・－－－ －ー ーーーーーーーーー・－－－－－－ ．‘・‘・ー・a．．‘・・・・－－－－－－·砕a --・a・.......・ . . . . . 晶 ， ．，．‘・．．．‘・ー－ ----- - - - - ----------- ， ・‘ . ...‘・，，．‘・.. -- －－・－－－－－－－・・・・・・a - ・a --------- - ．‘・‘・．．
理 物 理 寸
，，，ー.． 科 。 。
ー，．． ，．．．‘ ・・・・・・・・・・E・．，．．， 圃晶圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃・・・・・－－－－－－ーー ’ー－－－·‘ー・·－－ ・4’・ー.......... a圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃．，，．． ，．ー－－－ ー・......・p・司・，，．．．・ーーーー，，．‘・，．，．ーー，F －－－ー，．ーーー，．，．．．．．
イヒ 注寸tー．・ 科 。 。
・・ー・－－－’・・4・－‘・ー・・・・・ ・・・・b・・・・・・ー・・・・・・ー・ー・・ーーーーー．．－・・ー．．．．．．．．．． ー－－ー－－－－ーーー・，· －·－···ー－－－・－－－ーー－ーーーーーー・・・・・・b・．，，，，．，． －－－－－ー－－ー－ー．，・・・・－－ー・ーー－・．．－－・・ー－－・．．．－・．・ーー－－ー.....
寸＂＂.： 生 物 会寸主zー－ 科 。 。
－ーーー－－・－・・．．．－－－ーー...ー・ーー－・．．．・』．・－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－·’－－ ー・・・－－－·・・・・・・・4・・・・・．．晶4・4・晶唱酔4・・4’・・・・－－－－－－－－－－－－・－－－－－ー． －・・・....・・············・－－－・－－－－－－－－－－－－・，，，，．・－－－－－－－－
地 球 科 寸，，，らー 科 。 。
・・・・・・4”ー..........・・e・・....晶圃』．．－－ー－－圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃・ーーーーーー，，，． .................................・，－－－－－ー，．．・ーーーーーーー ーーー－－・・・．，司・ー－－－－－－－・－－－－－・－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
部 生 物園環 境 科 学 科 1 。
計 。
電 子 情 報 工 学 科 8 14  
工 ー－－－－－・・・・・・・a・a・・－－－・ー－－····－－·－ －・・・・ー，．・・・・・・・・・a・・・・・・，－－－ ......・・......‘・・...............‘，，．．．． ．‘・・－－·－－－・．．．．． －－－－－－－－－－－－－－，ー・・・－－－－－ー・・・・・・・・・・・・・・・・．．．．． ． ．．．． 機械シ ス テ ム 工 学 科 2 5 
ー－－－ ・，－－－・・，－－－・・・・a・・・・・・・・・・・，－···，・ーー－－’E’－－－－－・－－・E・・・，． ・－－・4・....・4・4・···············・・ ・・．．・・，．・ー·－···・ーー－‘・.....‘専・．．‘・ ーーーーーーーーーーー・－－－－－－·－・・......司－－・－－－－－－－・－－圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃
寸且4品 物 質 工 寸，，，ー． 科 。
ー．‘・．．‘・‘－－ ·‘ ー ー － － a晶・a ． ．‘ ・‘ － ·‘ ・ ・ ・ ・ ・・・・・・・・・・．ー－·－－－·・－－·－－·－··－－－－－－－－ ー－－－－·・・....・・・・－ー・....・－－・・・a・－－· · · · ··‘・ー・ ー・···－，骨骨晶－－ －‘・，－－－－－－－－－－－－－－－－・E・－・・....ーー”・・・ーー・・・・・，．．，．．．，
音日 化 学 生 物 工 学 科 。 1 
計 1 1  20 
2口込 計 45 67 
志願者 総数45 人の国籍別内訳
中国 22人， マレイシア 12人， 韓国 5 人， 台湾 6 人
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平成9年度 文部省在外研究員派遣者の決定
主たる滞在地及び当該
種 類 所 属 職 名 氏 名 滞在地の属する国名並 調 査 研 究 題 目 派遣期間
びに派遣先の機関名
ストックホルム 都市環境にお ける造形に関す 9.10. 1 
長期（甲） 教育学部 助教授 後 藤 敏 伸 （スウェーデン） る研究
王立美術大学 10. 7. 31 
サザ、ンプトン ゲーム理論とその応用に関す 9. 4. 15 
経済学部 教 授 菊 田 健 作 （連合王国） る研究
サザンプトン大学 9.11.15 
マドI｝ッド 先史壁画及び現代壁画運動に 9. 8. 7 
短 期 教育学部 教 授 丹 羽 洋 介 （スペイン） 関する研究
国立プラド美術館 9.10. 4 
ワシントン ハ ムシ科トピハ ムシ亜科の上 9. 7. 2 
理 学 部 教 授 鈴 木 邦 雄 （アメリカ合衆国） 級分類に関する研究
スミ ソニアン研究所 9. 9. 1 
ウィーン 凝固過程にお ける格子欠陥発 9. 5. 9 
工 学 部 教 授 岩 城 敏 博 （オーストリア） 生機構に関する研究
ウィーン工科大学 9. 7. 8 
平成9年度 文部省内地研究員派遣者の決定
所 属 職 名 氏 名 受 入 機 関 研 究 題 目 研究期間
神 戸 大 寸，，，ー． 契約理論の企業 ・ 金融制 度への応用お よび契 9. 5. 1 
経済学部 講 師 大 坂 i羊 約関係の金融労働システ ムにお ける意味
経 j斉 寸ぷ£一． 音日 9.10.31 
平成8年度 民間等との共同研究受入れ一覧
平成8年10月～9年3月
区分 石f 究 題 目 民問機 関 名 大学側研究代表者
B 押出材の変形が発生しない工具設計に関する研究 住友軽金属工業株式会社 工学部 教 授 時津 貢
，， ポリマー碍子の電気 特性 ・ 耐候性に関する研究 北陸電力株式会社 工学部 教 授池田 長康
，， 室内実験に よる雷雲の電気構造に関する研究 北陸電力株式会社蹴総合研究所 工学部 教 授池田 長康
〔 平成 8年度受入総数〕区分A: 4件， 区分B : 31件， 区分c : 1 件， 計；36件
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異動区分 発令年月 日 氏 名 異 動 前 の 所 属 ・ 官 職 異 動 内 ，合千で色
退 布哉 9. 2 .  21 岩 城 時代美 事務補佐員（附属図書館情報サービス課） 平成9年 2月2 0日限り 退職した
，， 深 谷 。 ，， ，， 
，， 大 岸 里 美 ,, ，， ，， 
，， 尾 下 成 敏 ,, 死〉 ，， 
，， 西 村 憲 一 ，， ，， ，， 
，， 近 藤 俊 彦 。 ，， ，， 
9. 3 .  1 I幸i� いづみ 教務補佐員（ 人文学部 ・ 理学部） 平成9年 2月28日限り 退職した
，， 土 田 祐 知 技術補佐員（ 総合情報処理センター） ，， 
，， 室 谷 智 ゐ ，， ，， 
，， 杉 本 圭 優 。 ，， ，， 
，， 知 念 賢 司 。 ，， ，， 
���［！） 
学 部 長 の 改 選
＜教育学部長に田中教授を再選＞
田中晋教育学部長の任期が，
平成9年3月30 日で満了するこ
とに伴い， 去る 2月12 日（水）開催
の教育学部教授会において， 次
期学部長候補者の選挙を行いま
した。
その結果， 田中晋教授が再選
されました。 任期は， 平成9年3月31 日から 2 年間。
田中教授は， 昭 和3 7年3月東京教育大学理学部を卒業，
同39年3月京都大学大学院理学研究科修士課程を修了，
同 42年3月京都大学大学院理学研究科博士課程を単位取
得 退学後， 同年 4月富山大学教育学部講師， 同 45年 4月
間助教授． 同5 7年 7月同 教授となり， 平成 7年3月から
教育学部長を併任され， 現在に至っています。
専門は生物学。 理学 博士（金沢大学）
東京都出身
- 1 2 -
（就任の抱負）
「変わるぞ！教育学部」， これは学部改革を外部へア
ピールするパンフレットの表紙に書かれているフレー ズ
です。 平成9年度から 従来の 5 課程が， 学校教育教員養
成課程と総合教育 課程の 2 課程に再編され， カリキュラ
ムも大きく変わります。 教育学部をめぐる厳しい状況を
打破するために， 全学部の御協力を得て， また， 学部と
しては大きな痛みを伴つての改革となりましたが， 成功
に導くため全力を あげて努力する所存です。 とは言いま
しでも， 平成 8年度の入学生までは旧の 課程で動いてい
きますので， この移行期 間は複雑なことになります。 教
育学部の教職員はもちろんのこと， 全学を あげて引き続
き御支援御協力をいただ けます ようお願いいたします。
平成9年3月発行 品ネムザ」 報 第386号
＜理学 部 長に風巻教授を再選＞
年4 月 1 日から 2 年間。
風巻紀彦理学部長の任期が，
平成 9 年3 月3 1 日で満了するこ
とに伴い， 理学部教授会は， 去
る 2月12 日同に次期学部長候補
者の選挙を行いました。
その結果， 風巻紀彦教授が再
選されました。 任期は， 平成 9
風巻教授は， 昭 和4 0年3 月北海道教育大学数学科を卒
業， 同4 2年3 月東北大学大学院理学研究科修士課程を修
了後， 東北大学理学部助手， 同4 8年4 月同教養部助教授，
同 53 年4 月富山大学理学部教授となり， 現在に至ってい
ます。なお， この 間， 平成 2 年4 月から同 4 年3 月まで
保健管理センタ一所長， 平成3 年4 月から評議員， さら
に 平成 7年4 月から理学部長， 平成 7年 6月から水素同
位体機能研究センター長を併任されています。
専門は確率論。理学 博士（東北大学）
北海道出身
（就任の抱負）
むかし， 東北大学で助手をしていた頃， 純粋に数学者
として人生を全うすることを理想としていましたので，
理学部長の姿を見て，「 あれじゃ， 研究者としておしま
いだな…」などと生意気なことを言っていたものです。
それが何の因果か理学部長になってしまいました。当然，
学部長としての力量は， 初めから ありません。 1 期目は，
先輩や同僚の 先生方それに事務職員の皆様に支えていた
だきながら． どうにかこうにか終えることができそうで
すが， これからさらに 2 年間学部長としての務めを無難
にこなして行 けるかどうか， 正直なところ不安な思いを
隠しきれません。 その上， 教育改革に対する総括的見直
しゃ大学院改革としての理工系ドクターコース設置の問
題， 老朽化・狭陸化に伴う理学部校舎改築の問題など，
待ったなしに解決を求められております。
特に， 理工系ドクターコースの件は， 工学部のご理解
を頂きながら， 大急ぎで取り組む必要が あります。 と言
いますのは， 理学部を保有する国立大学3 2校中設置済み
が24校， その他3 校（島根大学， 弘前大学． 高知大学）
は， まず理学部を理工系学部に転換して後はドクターコー
ス設置まで一直線という別ルートをとり， しかも， 鹿児
島大学と琉球大学がどうやら今 度の予算要求で設置が認
められる可能性が大きいということで， 実質的に残るの
は 富山大学， 山形大学， 信州大学だ けとなり． 平成10年
度に概算要求していかねばならないと考えます。
上に述べた問題はいずれも， 難しい けれども夢が あ り
ますので， 皆様の御協力を頂きながら， これからの 2 年
間で決着をつ けるべく全力で努力するつもりでおります。
どうぞ， よろしくお願いいたします。
＜工学 部 長に宮下教授を選出＞
4 月 2 日から 2 年間。
時浮貫工学部長の任期が， 平
成 9 年4 月 1 日で満了すること
に伴い， 工学部教授会は， 去る
2月12 日闘に次期学部長候補者
の選挙を行いました。
その結果． 宮下尚教授が選出
されました。 任期は， 平成 9 年
宮下教授は， 昭 和3 6年3 月同志社大学工学部を卒業後，
同 年5月京都大学助手， 同43 年4 月富山大学工学部助教
授， 同62年4 月同教授となり， 現在に至っています。 な
お， 平成 6年4 月から評議員を併任されています。
専門は移動現象（伝熱工学）。工学 博士（京都大学）
富山県出身
（ 就任の抱負）
工学部が学科改 組を行ってから 4 年が経過した。 その
間も， 科学技術の発展は 日進 月歩で あり， これに対応す
るため， 本年4 月再改 組を行った。また， 工学研究科博
士後期課程が， 15名の博士（工学） を初めて世に送り出
した。 ホッとしている 間もなく工学研究科を改組し， 博
士課程の拡充を主として理学部とともに推し進 めること
となった。学部を越えての改革で あり， 重責を痛感して
いる。
工学部が将来に夢や 目 標を抱き， 創造性とチャレンジ
精神を存分に発揮できるフレッシュな若者を世に送り出
すには， 教育 ・ 研究， 管理 ・ 運営の環境はいまだ充分と
は言えないと思う。 その整備に少しでも 貢献できればと
願っている。
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退官記念最終講義
御退官される下記教官の最終講義が行われ 多数の学生・教職員等が終始熱心に聴講しました。
0人文学部 奥 田 平八郎 教授
2月3 日（月） 10 : 4 5～ 12・ 15
人文学部第 二校舎104講義室
「ロマン主義について」
0教育学部 松 村 晴 路 教授
2月19 日（水） 15・ 00～ 16 . 3 0  
教育学部第3棟14 番教室
「家庭生活と子どもの人権」
ーお母さんの条件一
0理 学 部 松 浦 郁 也 教授
2月1 3 日（木） 15 : 00～ 16: 3 0  
理学部 2号館10番教室
「石油化学工業における酸化反応触媒」
-1 4ー
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0教育学部 吉 田 和 夫 教授
2月 7 日（金） 15 00～16・ 3 0
黒田講堂
「クレヴクールのアメリカ」
� 
0教育学部 岸 井 勇 雄 教授
‘ 
2月28日（金） 15 : 00～1 6 : 3 0  
教育学部第 1棟5番教室
「ひとつのいのちj
砂
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退職者説明会を開催
去る 2月14目黒田講堂において， 退職者説明会が開催
されました。
この説明会は， 今年度定（停）年退職予定者を対象と
して， 退職後の生活設計の一助になればと計画したもの
で， 退職金 ・ 退職共済年金や 退職後の医療保険制 度に関
する説明， また， 貯蓄と資産の運用及び健康管理につ い
ての話が あり， 1 6名の出席者は， 熱心にメモ を取りなが
ら聴講し， 多くの質問も出され， 大変有意義な説明会と
なりました。
企 熱心に聴講する出席者
f!Jl!)司副司
渡航の種類 所 属 職 氏 名 渡 航 先 国 目 的 期 間
パイカル湖での研究に関す 9. 2. 2 6  外国出張 理 学 部 助教授 酒井 英男 ロ シ ア 連邦 る打合せ 9. 3 .  5 
外国人 ロゴーズナヤ ・ 「外国人に対するロシア語 9.  2 .  5 j毎外研修 人文学部 教 師 ニーナ ロ シ ア 連邦 教授法」に関する情報交換及び資料収集 9. 2. 1 9  
「 企業の社会的責任」に関 9.  2. 5 
経済学部 助教授 小 畑 史子 デ ン マ ー ク する国際シンクタンク会議
に出席， 資料収集 9. 2. 14 
外国人 漢代にお ける敬語等に関す 9 .  2 .  8 人文学部 彰 国躍 中華人民共 和 国教 師 る資料調査 9. 2 .  26 
外国人 ローベ・ザピーネ ドレスデン工業大学， パッ 9. 2. 1 2  ，， ド イ ツ ソウ大学にお ける研究打合教 師 ・エーデイト せ及び資料収集 9. 3. 15 
日韓経済協力のあり方に関 9. 2 .  12 経済学部 教 授 中藤 康俊 大 韓 民 国 する共同研究 9 .  2 .  14 
外国人 キャレン・ 学習戦略と談話分析に関す 9. 2 .  16 人文学部 教 師 7ェダーフォルト 連 i
』J 王 国 る資料収集 9. 3. 24 
ルネサンス及びマニエリズ 9 .  2. 2 6  
，， 助教授 岩井 瑞枝 フ フ ン ス ム版画関係資料の収集及び
調査 9. 4 .  9 
第2 次アジア経済会議に出 9. 2 .  26 教育学部 助教授 市川 文彦 香 港 席 9. 3. 2 
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〈住所変更〉
部 局 名 ，邑A『 職 氏 名
ふ寸単．ー 生 部 文 部 事 務 官 大 門 聡（学生課・学生係）
教 育 学 部 助 教 授 横 畑 泰 志（環境科学）
工 品寸£ ．ー 部 教 授 吉 川 和 男（機械情報システム工学）
ミ』司副司
本 部｜ 文 学 音E
2月 3 日 総合評価基準等作成に関する説明会（東京医 2月 4 日 予算委員会
科歯科大学） 5 日 教授会
5 日 組織見直しヒアリング（文部省） 教授会（人事）
5 日～12日 学内会計監査 学部長候補者選挙管理委員会
7 日 平成 8年度国立大学学生部長会議（東海大学 6 日 学部公開講座委員会
校友会館） 10 日 学部長候補者選挙管理委員会
推薦入学（人文学部）合格者発表 12日 学部教務委員会
10日 第 4 回教養教育委員会管理運営専門委員会 14日 学部情報処理委員会
14日 退職者説明会 18日 予算委員会
17日 推薦入学等入学手続 19日 教授会
1 8日 第 8 回国際交流委員会留学生部会 教授会（人事）
R連盟ボーリング大会（ゴールデンボール） 大学院人文科学研究科委員会
20日 動態統計調査説明会（石川厚生年金会館） 21日 人文科学研究科教務等検討委員会
第 7 回教務委員会専門委員会 26日 学部将来計画委員会
警察 官採用試験説明会
24日 第 6 回自己点検評価委員会管理運営専門委員
� 、
教 育 ぷ寸uー. 
25日 平成9年度入学者選抜学力検査（前期 日程） 2月 2 日 附属中学校第一次選考（学力検査）
25日～26日 給与実務担当者研修会（人事院中部事務局） 5 日 教育学研究科委員会小委員会
27日 任用担当官会議（人事院中部事務局） 予算委員会
28日 第5 回自己点検評価委員会研究活動等専門委 附属小学校第 二次選考（抽選）
員会 6 日 教育実習検討委員会
第5 回教養教育委員会管理運営専門委員会 学生生活委員会
契約手続きに関する説明会（東京医科歯科大学） 附属中学校第 二次選考（抽選）
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7 日 日本教育大学協会理事会（東京学芸大学）
12 日 教務委員会
学部長候補者選挙
教授会
人事教授会
19 日 就職指導委員会
28日 予算委員会
経 済 学 部 1
2月 4日 大学院経済学研究科委員会小委員会
5 日 学部教務委員会
学部留学生委員会
人事教授会
大学院経済学研究科委員会
教授会
7 日 学部図書委員会
就職ガイダンス
12 日 広報委員会
1 3日 学部学生生活委員会
17日 学部教務委員会
日本海経済研究所運営委員会
財務委員会
18日 大学院経済学研究科委員会小委員会
19 日 人事教授会
大学院経済学研究科委員会
教授会
理 学 部
2月5 日 自然科学研究科設置準備委員会（仮称）ワー
キンググループ代表者打合せ会
10 日 学部案内編纂委員会
12 日 教授会
大学院理学研究科委員会
人事教授会
17日 予算委員会
19 日 学部教務委員会
24日 自然科学研究科設置準備委員会（仮称）
2 7日 自然科学研究科設置準備委員会（仮称）ワー
キンググループ代表者打合せ会
報 第386号
工 学 部
2月5 日 自然科学研究科設置準備委員会（仮称）ワー
キンググループ代表者打合せ会
7 日 学部教務委員会
12 日 教授会（学部長選挙）
研究科委員会
専任教授会
博士後期課程委員会
14日 自然科学研究科設置申請に係る事務局との打
合せ
17日 学部教務委員会及び学生生活委員会合同委員
b、
:Io; 
教官懇談会
19 日 文部省ヒアリング（自然科学研究科設置申請）
20 日 博士後期課程委員会
専任教授会
2 1日 入学試験（一般選抜）事務系説明会
24 日 学部施設整備委員会
自然科学研究科設置準備委員会（仮称）
26日 学部運営委員会
教授会（評議員補欠選挙）
博士後期課程委員会
教官懇談会
27日 学部教務委員会
温交会役員会
自然科学研究科設置準備委員会（仮称）ワー
キンググループ代表者打合せ会
28日 博士後期課程委員会
専任教授会
附属図書館1
2月24 日～5月 5日 （本館）臨 時休館
｜ 地域共同研究センター ｜ 
2月14日 材料部会第 10 回研究発表会
28日 先端技術講演会
生涯学習教育研究センター
2月17日 第3 回生涯学習教育研究センタ一公開講座専
門委員会
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